
 

師走 心にゆとりをもって 

 

   寒さが厳しくなってきました。クリスマスのイルミネーションに１２月の到来を感じます。早いもので、今

年も今月を残すのみとなりました。何かと気ぜわしい毎日が続きますが、１年の締めくくりの月であるからこ

そ、子どもたちとじっくりと向き合い、落ち着いた締めくくりをお願いいたします。また、交通事故や犯罪等

が増える時期でもあります。子どもたちの様子に気を配るとともに、登下校や学校生活において、安心安全な

環境の再点検をお願いします。 

冬の星空にも気づかず、帰路につく慌ただしい日々。心にゆとりをもち、事故など合わないよう気を付け

てお過ごし下さい。 

 

 ※ 時間のみ記載の研修会の場所は，下野市役所です。 
 市教育研究所主催行事  市関係行事  学校関係行事 その他 

日 

 

月 火 水 木 金 土 

  

 

  

 

 

 

 

 １ 

２ ３ 

第２回小学校社会科副

読本活用研修会 

１５：００～ 

小・中学校英語研修 

南河二中 １３：４５～ 

 

 

 

４ 

小中一貫の日 

（南河二中学校区） 

５  

S&U 緑小・細谷小・

国分寺東小 

要請訪問 古山小 

 

 

６ 

就学支援委員会 

（生涯学習情報セン

ター）１４：００～ 

７ 

市学習指導 

主任研修会 

１４：００～ 

 

８ 

文化祭・学習発表

会（緑小） 

 

９ 

南河内地区一

周駅伝大会 

県議会選挙 

１０ 

S&U 石橋北小 

英語教育推進プロジ

ェクト委員会⑤  

14：00～ 

 

１１ 

市道徳教育研究 

１５：００～ 

１２ 

S&U 石橋小・石橋中・

国分寺西小 

小中一貫の日 

（南河内中学校区） 

 

１３ 

市体力向上研究会 

１５：００～ 

定例教育委員会 

市議会閉会 

 

１４ 

 

１５ 

市プログラミング

コンテスト 

１６ １７ 

英語小・中合同授業 

国分寺小 １３：４０～ 

市学校食育推進委員

会１５：００～ 

１８ 

小中一貫教育推進プ

ロジェクト委員会 

１３：３０～ 

ゆうがお CAFÉ 

１７：３０～ 

１９ 

S&U 吉田西小・ 

南河内中 

小中一貫の日 

（石橋中学校区・ 

国分寺中学校区） 

 

 

２０ 

 

 

２１ 

 

２２ 

２３ 

 

２４ 天皇誕生日 ２５ 

 

２６ 

冬季休業 ～１／７ 

 

２７ 

 

２８ 

 

２９ 

３０ 

 

３１  

 

 

 

 

 

  

 

 

 



 

               活  動  の  様  子 

 

情報機器の活用について考える ～「ネット依存の中高生９３万人」～ 

        
 

 

第二回 下野市子ども未来プロジェクト 生徒交流会 
   
１１月 17日（土）下野市役所にて、子ども未来プロジェクト生徒交流会を開催しました。 

今年度も、各中学校区において、テレビ会議システムを活用した交流や、小中での合同清掃活動等、計画

的に取り組んでいただきました。実際の交流を通して、中学生も成果や課題についえ考え、来年度へつなが

る活動について話し合うことができました。  

主な話合いの内容は次の通りです。 

・各中学校区での活動報告（今年度の成果や課題） 

・『下野市教育のつどい』の内容検討 

・来年度の４中学校区共通の活動テーマ 

                  
 
  

 
 
 
 
 

 

※平成 31（201９）年１月２６日（土）午前、『下野市教育のつどい』にて下野市子ども未来プロジェク

ト活動報告会が行われます。引き続き生徒会担当の先生方にはお世話になりますが、どうぞよろしくお

願いします。 

 

 

 
今年８月、厚生労働省は「ネット依存症」の中高生が全国で９３万人に及ぶとの推計を発表しました。 

中学生男子の 10.6％（前回 4.4％）、中学生女子の 14.3％（前回 7.7％）が該当し、前回（平成 24年度）

の調査の 51万人から、ほぼ倍増しています。これは、中高生約 650万人の７人に１人の割合に当たります。   

なお、「ネット依存症」の判定は、以下の質問に「はい」が５項目以上ある者とされています。 

 

 ・ネットに夢中になっていると感じる 

 ・予定よりも長時間使用する 

・制限しようとしてうまくいかなかったことがある 

・トラブルや嫌な気持ちから逃げるために使用する 

・使用しないと落ち着かない、イライラする 

・熱中を隠すため、家族等に嘘をついたことがある 

・使用時間がだんだん長くなる 

・ネットのせいで人間関係などを台無しにした、しそうになった 

 

上記質問に３～４項目当てはまる人を含めると、合計 254 万人に上り、

メールなど SNS に没頭する女子の方が高い傾向にありました。ネット依存

で引き起こされる問題としては「成績低下」が５割と最も高く、次いで「居

眠り」「遅刻」「友達とのトラブル」の順となっています。 

男子はゲーム、女子は SNS 等の交流サイトをする割合が高い傾向にあり

ます。ネット環境がめまぐるしく変わっていく中、学校教育の中でも情報機

器活用についての基礎知識を身に付けさせ、子どもたちに危険性を教えなが

ら一緒に考えていくことが大切だと思います。 

下野市でも『ネット利用の当たり前（４つの大丈夫？）』を作成しています。 

保護者と連携して、自己指導能力を育てていきましょう。 

 

 


